
年度　授業計画（シラバス）

15 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
英米社会

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

比較の視点を持てるようになる (2)

各コマに
おける

授業予定
アジアの国々 ①

2020

基礎分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

社会で起きているさまざまな出来事に興味を持ってください。

記述試験の成績（70％）と出席評価及び学習姿勢等（30％）を総合的に評価

第
4
回

使用教材

特定の教科書は
要りません。板書
を多用し、適宜、
参考文献を紹介
します。

授業以外での準備学習
の具体的な内容

授業の復習および授業
の最後にキーワードを
示すので調べる。

第
5
回

第
2
回

特定の教科書は
要りません。板書
を多用し、適宜、
参考文献を紹介
します。

授業の復習および授業
の最後にキーワードを
示すので調べる。

第
3
回

特定の教科書は
要りません。板書
を多用し、適宜、
参考文献を紹介
します。

授業の復習および授業
の最後にキーワードを
示すので調べる。

内　　　容

社会学への誘い、プレリュードを理解する。
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

特定の教科書は
要りません。板書
を多用し、適宜、
参考文献を紹介
します。

授業の復習および授業
の最後にキーワードを
示すので調べる。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

比較の視点を持てるようになる （1）

科  目  名

診療放射線技師学科（昼間部）

社会学入門

科　目　区　分

板書を多用して講述する。教科書を特定しないが、講義中に参考文献を適宜紹介

「万事について一事をしり、一事については万事を知る」と J.Sミルは教養と専門の意味を明らかにしている。受講生の幅広
い知識の獲得と諸現象を見抜く洞察力の涵養。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

第3校舎 801教室1年次 教室名

言葉の持つ意味、定義の検討と体系性や論理性を心掛けてください。

担 当 教 員 房　伸吉
実務経験と

その関連資格

特定の教科書は
要りません。板書
を多用し、適宜、
参考文献を紹介
します。

授業の復習および授業
の最後にキーワードを
示すので調べる。

人間とは何か。人類とは何か。

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

アイデンティティーについて説明できる。

各コマに
おける

授業予定
ゲマインシャフトとゲゼルシャフト

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会と人間の変化、あるいは進化について説明できる。

各コマに
おける

授業予定
農村と都市と産業



第
14
回

特定の教科書は
要りません。板書
を多用し、適宜、
参考文献を紹介
します。

授業の復習および授業
の最後にキーワードを
示すので調べる。

第
12
回

特定の教科書は
りません。板書を
多用し、適宜、参
考文献を紹介し
ます。

授業の復習および授業
の最後にキーワードを
示すので調べる。

第
13
回

特定の教科書は
要りません。板書
を多用し、適宜、
参考文献を紹介
します。

授業の復習および授業
の最後にキーワードを
示すので調べる。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

日本社会（戦後の混乱と安定）について理解する。

第
10
回

特定の教科書は
要りません。板書
を多用し、適宜、
参考文献を紹介
します。

授業の復習および授業
の最後にキーワードを
示すので調べる。

第
11
回

特定の教科書は
要りません。板書
を多用し、適宜、
参考文献を紹介
します。

授業の復習および授業
の最後にキーワードを
示すので調べる。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

日本社会（明治維新）について理解する。

各コマに
おける

授業予定
明治維新

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

日本社会（戦前・戦中）について理解する。

各コマに
おける

授業予定
戦前・戦中

第
8
回

特定の教科書は
要りません。板書
を多用し、適宜、
参考文献を紹介
します。

授業の復習および授業
の最後にキーワードを
示すので調べる。

第
9
回

特定の教科書は
要りません。板書
を多用し、適宜、
参考文献を紹介
します。

授業の復習および授業
の最後にキーワードを
示すので調べる。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

国際関係を学び、世界観を形成する。

各コマに
おける

授業予定
国際問題　～戦争と平和～

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

日本社会（封建制）について理解する。

各コマに
おける

授業予定
封建制と社会とフォークロア

特定の教科書は
要りません。板書
を多用し、適宜、
参考文献を紹介
します。

授業の復習および授業
の最後にキーワードを
示すので調べる。その他の国と社会　～アフリカ・中南米・南洋～

授業の復習および授業
の最後にキーワードを
示すので調べる。

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

特定の教科書は
要りません。板書
を多用し、適宜、
参考文献を紹介
します。

授業の復習

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

比較の視点を持てるようになる (3)

各コマに
おける

授業予定

特定の教科書は
要りません。板書
を多用し、適宜、
参考文献を紹介
します。

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

比較の視点を持てるようになる (3)

各コマに
おける

授業予定
アジアの国々 ②

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

総合的学習の確認

各コマに
おける

授業予定
前回講義までの内容の補足

各コマに
おける

授業予定
戦後の日本 ～混乱と安定～

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

現代社会について理解する。

各コマに
おける

授業予定
環境・人口・エネルギー・医療

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

現代日本について理解する。

各コマに
おける

授業予定
地球と宇宙と日本、新しい視座の形成


